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１．研究計画の概要 
（１）群の余作用をその双対作用の観点から
解析すること。これは可換群の作用といった
限られた条件の下では知られていた事実あ
るが、それを一般の場合に拡張する。 
（２）前項の事実をより広い対象である、フ
ォン・ノイマン環上の量子群の作用に対して
適用する。そのために、まだ群作用でのみ用
いられている誘導作用の概念を、一般の量子
群の作用へと拡張すること。 
（３）以上の事実を測度空間の理論等に対応
させることによって、エルゴード理論の新た
な解析手法を構築する。 
 
２．研究の進捗状況 
現在のところ、群の余作用に関する、双対作
用と誘導作用の対応について完全な対応を
確立することに成功した（研究計画（１））。
具体的には、余作用の縮小可能性が双対作用
の誘導作用によって特徴付けられている、と
いう、当初の期待通りの結果を得ることがで
きた。それに伴い、可算同値関係上の１コサ
イクルで知られていたコサイクル同値性の
結果を、一般の（非可算）同値関係に対して
拡張することに成功した（研究計画（３））。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
２つの大きな目標のうち、最初の目標はほぼ
満足が行く結果を得る形で達成することが
できた。群の余作用で得られた結果を一般の
量子群の作用へと拡張することは単純では
できないことが判明したが、誘導作用を拡張
した形で与えることまでは成功している。以

上のことから、本研究は当初の計画にほぼ従
って進めていると言うことができる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまで得た結果を踏まえて、今後は測度空
間の理論への応用を模索することよりも量
子群の作用を解析することに主眼を置いて
研究を進める方針である。具体的には、新た
に定義した量子群の誘導作用を群の余作用
といった具体的な事例から考察する。これに
よって双対作用による解析の有効性、妥当性
を検証し、最終目標である一般の作用の解析
へとつなげたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
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